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●研究動機 

・郡上市の高齢化率は年々高まっているため、高齢者の方の手助けになるテ

ーマにすることで、少しでも多くの郡上の方と関わることができ、還元できる

のではないかと考えたから 

 

●研究概要 

・せせらぎ緑風苑の職員の方に回答していただいたアンケートをもとに、傷つき

やすい高齢者の肌を守るためのグッズを２つ製作 

 

●研究内容 

１．介護についてのアンケートを作成し、郡上市内の福祉施設の職員の方に

実施 

２．アンケート結果をもとに、「整理用ポケット」と「アームカバー」を製作 

３．製作した２つのグッズを、せせらぎ緑風苑の利用者に使用してもらう                      

４．使用したグッズの使い易さなどについての感想アンケートを、せせらぎ緑

風苑の職員の方に実施 

５．４の感想アンケートの結果をもとに「整理用ポケット」の改善   

 

～整理用ポケット～ 

【工夫点】 

 ・裏にマジックテープをつけて柵から落ちない  

ようにした。 

  ・取り出し口を大きくした 

  【使用した感想】 

  〇ポケットが大きく取り出しやすい、洗濯ができてよい 

  △サイズ調節ができない、ポケットの位置が分からない 

 

 

～アームカバー～ 

【工夫点】 

 ・腕全体を保護できる大きさにした 

   ・ゴムを入れてずり落ちないようにした 

  【使用した感想】 

  〇指先まで隠れて安全性が高い 

  △生地が洗濯しにくい 

 

●まとめ 

 私は、この課題研究を通して製作した作品を実際に使ってもらうことで､

新たな改善点や発見があり､充実した研究になったと思います。また、私は

卒業後社会福祉のことについて学ぶので､この研究を生かしてさらに学び

を深めていきたいです。 


